
岐阜県公式 iPhone アプリ「ミナモアプリ」をリリース

～ＧＩＦＵ・スマートフォンプロジェクト～

平成２４年に開催される「ぎふ清流国体・ぎふ清流大会」に向け、岐阜県オリジナルの iPhone アプ

リ「ミナモアプリ」３本が完成し、本日リリースすることとなりましたので、お知らせします。

本アプリは、「GIFU・スマートフォンプロジェクト」で実施する、緊急雇用創出事業臨時特例基金（地

域人材育成事業）を活用した人材育成事業の研修生が研修の一環として、「岐阜県に関するアプリ」と

いうテーマから、企画、開発したものです。

このような行政自身によるアプリのリリースは他県にも例が無く、また、両大会でアプリを活用する

のは全国初の取組みです。

今後は、本アプリを活用し、岐阜県がスマートフォンアプリ開発の一大拠点であることを広くＰＲす

るとともに、両大会の効果的なＰＲやおもてなしに繋げていきます。

記

１ 「ミナモアプリ」について

「ミナモアプリ」は（２）の「絵合わせミナモ」、「ミナモカメラ」、「ミナモナビ」の３本のアプリを

総称した名前です。

（１）共通事項

[販売者] Gifu Prefectural Government（岐阜県）

[公開日] 平成２３年１２月２１日（水）

[価 格] 無 料

（２）各アプリ詳細

①絵合わせミナモ

[アプリ概要]

・神経衰弱の要領で、様々なミナモの絵柄を合わせていく簡単なゲームアプリ。

・競技ステージでは、正解すると会場地の情報を表示。

・絵柄は「競技」と「ご当地」の２種類から選択でき、効果音やＢＧＭのＯＮ／ＯＦＦが可能。

[アプリ画面]

インターネットでの情報提供

提供予定日 １２月２２日

平成２３年１２月２１日（水） 県政記者クラブ 配付資料

所管課 担当 担当者 電話番号

商工労働部情報産業課 情報産業担当 森 達哉
直通 058-272-8375

内線 3112

ぎふ清流国体推進局

報道・振興課
連携振興担当 藤原 謙介

直通 058-272-8853

内線 2996

【トップ画面】 【ゲーム画面】 【競技ミナモ】 【ご当地ミナモ】



②ミナモカメラ

[アプリ概要]

・スマートフォンに搭載されたカメラを活用し、両大会キャラクターのミナモと記念撮影がで

きるアプリ。

・カメラを起動すると両大会のロゴ及びその会場で行われる競技の格好をしたミナモがカメラ

フレームに表示されます。（Ａ）

・両大会の競技会場に行くと、そこで開催される競技をするミナモと一緒に写真が撮れます。

（ＧＰＳ機能を活用）（Ｂ）

・コレクション要素も組み入れ、一度撮影したミナモを別画面で確認できます。（Ｃ）

[アプリ画面]

③ミナモナビ

[アプリ概要]

・両大会の競技や会場周辺の観光情報を紹介するアプリ。

・競技結果はもちろん、会場周辺の観光情報、地図、特産品情報、レストラン、最寄駅の時刻

表等、様々な情報を入手できます。

・ツイッターと連動し、情報の入手だけでなく、アプリを通じて情報発信することも可能。

[アプリ画面]

【トップ画面】 【（Ａ）】 【（Ｂ）】 【（Ｃ）】

【国体トップ画面】 【大会トップ画面】 【競技一覧】 【地域別一覧】

【情報選択画面】



２ 「ミナモアプリ」のダウンロード方法

（１） iPhone から直接ダウンロードする場合
①AppStore に接続
②AppStore の検索ページにてキーワード「ミナモ」で検索
③表示された各アプリを選択し、「無料」ボタンをタップ

（２）パソコンにダウンロードして iPhone にインストールする場合
① iTunes を起動
② iTunes Store に移動
③検索窓に「ミナモ」と入力し検索

④各アプリのページから「無料 App」ボタンをクリック

３ 緊急雇用創出事業臨時特例基金を活用した人材育成事業について

「緊急雇用創出事業臨時特例基金事業（地域人材育成事業）」を活用し、「岐阜県版 iPhone アプ

リ開発事業」、「スマートフォンアプリ開発人材育成事業」の２事業を実施し、全国的に人材が不足

するスマートフォンアプリ開発人材を１００人規模で育成・輩出することで、ソフトピアジャパンへ

のスマートフォン関連事業者の集積促進、スマートフォンアプリ開発の一大拠点としての岐阜県・ソ

フトピアジャパンエリアのブランド化を目指しています。

（１）「岐阜県版ｉＰｈｏｎｅアプリ開発事業」

iPhone アプリの開発に必要なスキル習得のための研修を短期集中的に実施するとともに、OJT

の一環で「岐阜県公式 iPhone アプリ」の企画、開発を行う。

①事業受託者

ＦＥＹＮＭＡＮ・パソナテック運営共同体

②研修期間及び新規雇用人数

[前期] 平成 23 年 6月 1 日～平成 23年 10 月 31 日 １０名

[後期] 平成 23 年 11 月 1 日～平成 24年 3月 31 日 １０名

計 ２０名

（２）「スマートフォンアプリ開発人材育成事業」

スマートフォン全体を対象とし、１年後の市場の動向等も視野に入れ、受託事業者それぞれが

持つ技術、ノウハウを活かした特色ある人材を育成する。

①事業受託者及び新規雇用人数等

受託事業者
新規雇用

人 数
研修期間

ＦＥＹＮＭＡＮ・パソナテック運営共同体 ２０名 H23.7.１～H24.3.31

バイザー株式会社 １５名 H23.6.１～H24.3.31

トリガーデバイス・ゴッコ委託業務共同体 ５名 H23.7.１～H24.3.31

株式会社電算システム １０名 H23.7.１～H24.3.31

株式会社インフォファーム ５名 H23.7.１～H24.3.31

岐阜ＩＴ協同組合 ９名 H23.7.１～H24.2.29

アデコ株式会社テクノブレイン事業部名古屋支社 ９名 H23.7.１～H24.2.29

アワーズ株式会社ソフトピアジャパン事業所 ８名 H23.7.１～H24.3.31

計 ８１名


